
<<DYTODAY>>

／ #VALUE! #VALUE!

入院～手術前日 手術前 手術後 術後1日目 術後2日目

・手術に対しての理解ができ、
　心身の準備ができる

・心身共に安定した状態で
　手術に望める

・手術後、合併症を起こさない
（出血）

・痛みが自制内である
・トイレ歩行ができる

→

点 滴 ・手術時間により点滴あります
・点滴を続けます
・手術室で、痛み止めの注射が
　入ってきます

・点滴を終了します
・痛み止めの注射を終了します

内 服

・服用中の薬を確認します
・手術前日 21時緩下剤を服用します
・手術前日 眠れない時は、
　薬を飲むことができます

・朝の薬は、麻酔科医師の
　指示で服用できます

・朝から内服ができます →

・弾性ストッキングを選ぶため、
　足のサイズを測ります

・弾性ストッキングを履きます ・手術部位を観察します →

・外来にて、採血、心電図、
　レントゲンがあります

・制限はありません
　院内を自由に行動できます

→

・術後は、ベッド上安静です
（体は動かして構いません）
・２時間後、ベッドを起こす
　ことができます
　看護師が介助します

・尿の管を抜いた後、
　トイレ歩行できます
・病棟のみ活動できます

・病院内を活動できます

・21時より、飲んだり、
　食べたりしないで下さい

・飲んだり、食べたり
　できません

・術後、２時間後より水を
　飲むことができます
・夕方より食事が始まります

→ →

・シャワー浴ができます
・歯磨きや手洗いを心がけましょう

→ ・夜、蒸しタオルで 顔を拭きます
・蒸しﾀｵﾙで 体を拭きます
・歯磨きや手洗いを
　心がけましょう

・医師の許可で、
　シャワー浴ができます

・制限はありません → ・尿の管が入って帰ってきます
・尿の管を抜きます
・尿の管を抜いた後は、
　トイレへ歩行できます

・医師から手術の説明あります
・看護師が入院生活について
　説明します
・麻酔科医師と手術室看護師の
　訪問があります
・手術の必要物品を準備して下さい

・貴重品はご家族に預けて下さい
・手術後、痛みや気分不良が
　ある時は看護師にお知らせ
　下さい

・主治医許可にて退院できます
・退院時の生活指導があります
　(医師および看護婦）
・次回外来受診日を
　お知らせします
・不明な点はお尋ね下さい
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親族氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　（患者本人が未成年または親族の同意が必要な場合に記入）

注１ ： 病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わりえるものです。
注２ ： 入院期間については、現時点で予想されるものです。

地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館　消化器外科　主治医： <<ORDCT_S_A>>　㊞　　担当医： <<ORDCT_T_A>>　　看護師： <<ORDCT_N_A>>　㊞

上記について説明を受けました。   平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　（印鑑がない場合は自署）

検 査

活 動
安静度・リハビリ

食 事

処 置

排 泄

入院治療計画書：鼠径ヘルニア　クリニカルパス          <<OREVF_A>>　　患者氏名： <<ORIBP_KANJI>>　様

／

　　　　無

　　　　有　栄養状態に合わせた栄養管理を行います

清 潔

病名：　　　　　　　　　　症状：

教 育
指 導
説 明

特別な栄養管理の
必要性

月 日

経 過

  

  


